
総務省における「主要な政策」の評価の流れ
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目標設定表について

○ 総務省において平成22年度以降に実施する｢主要な政策｣(20政策)について、そ
れぞれの政策の下にある施策を明らかにし、当該政策の基本目標と、その達成度合い
を測るための指標等を設定。

○ 平成23年度以降に、この指標等の状況を把握し、政策の必要性、有効性、効率性等

を分析して政策評価を行う

（参考）ロジック・モデル

を分析して政策評価を行う。

○ 目標設定表の作成に当たり、基本目標の達
成過程をフローチャート形式で明示することによ

（参考）ロジック モデル

り、目標達成の手段（下位レベルの施策）の合
理性・妥当性を論理的・体系的に点検。

○ 関連指標の状況等をフローの中に位置付け、
基本目標の達成状況を段階的に把握することで基本目標の達成状況を段階的に把握することで、
政策効果の把握と問題点、原因の把握・分析を
より効果的に行う。


